A Note on Russian Educational Grammar for Communication by 堤 正典 & Tsutsumi Masanori
грамматикализации, хотя еще в его начальной стадии.
В заключениие автор пришел к следующему выводу: местоименное удвоение в 
качественной конструкции находится в более грамматикализованной стадии по 
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（8） m. f. n pl.
硬変化 нов -ый, -ая, -ое, -ые
混合変化 руск -ий, -ая, -ое, -ие
хорош -ий, -ая, -ее, -ие
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コミュニケーションのためのロシア語教育文法についての覚書
堤 正典
ロシア語教育においてもコミュニケーション力が重視されなければならない．その中で，
ロシア語教育のための文法もよりコミュニケーション能力重視のためのものに考え直して
いく必要もあるだろう．
日本語教育文法について，野田（2005a: 1-2）は，コミュニケーションのための教育文法
の必要性として以下の 2 点を挙げている．
（1）学習者の多様化に対応する日本語教育文法
（2）日本語学に依存しない日本語教育文法
さらに，コミュニケーションのための日本語教育文法の基本的な方針が 5 項目挙げられて
いる
（3）無目的な文法から聞く・話す・読む・書くそれぞれでの文法へ
（4）正確さ重視の文法から目的を達成できる文法へ
（5）一律の文法から学習者ごとに文法へ
（6）骨格部分重視の文法から伝達部分重視の文法へ
（7）形式を基盤とする文法から機能を基盤とする文法へ
本論では，上記の（1）（2）（3）（4）を特に取り上げ，ロシア語教育文法に当てはめて
若干の考察をした．
それぞれの学習者のロシア語コミュニケーションでの必要性・重要度を把握して，それ
に応じた教育文法を策定できるようにする必要がある．その際に，既存の文法における体
系や形式にとらわれず，あくまでもコミュニケーション上の必要性（重要度・目的）を重
視する．また，「書く，話す，読む，書く」の四技能も考慮に入れる必要がある．技能によ
り文法項目の重要度が異なることがあるからである．
このような観点からの教育文法の検討は，四技能を高度なレベルまで学習する「エリー
ト学習者」の文法教育にも有益である．
ロシア語教育文法をコミュニケーション上の必要性という観点から改訂するならば，何
が重要であるかを判断しなければならない．ロシア語のコミュニケーションの精査が必要
である．
